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憧1章　緒論
ユーユ　縄吉
　本甑において‘」溌鋤順の鍾便i面であるtこうの，生産，消費の種々の段階て・発封る
廃秦物よリt，都市の物質代謝の結果として生じる廃物一物質循環と闇違した廃物の発生に対し
　て注目する。これQ，循環の全体的把握なしに単に月症廃法的な施設システムき追加することがさ
　うに困粗な局面に導くてあううという戻識ζ妾夏の闇係にある。環境周穎に対寸るアブ。ロー干の基
本的方向ζしてIJ，傭量・代謝のできるだけ前段部ζ闇係ブllることきのざしている．・
　負の髄しカ’tたな・・ζ訊ている廃物のみε糠ζして髄状態のラ天竣あこな。たとしてε
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ正のイ砲直をεつ夕量のbのがフィジηルなプランニングや現実ぴ社会ζ・なかでしめる犬きな位置に
よつて，その沢定の効果IJ極働7］、さいものに限定これる．それよりもP。sitiveな物の配置やその
種類の還択のなかに潜丘廃青物ζしτの任格からみた独自の訂色E導λ可る方が妥当であうう．
　潜看廃棄蜴ζしての視点から重哲な量的因セトほ，現有量（現6蓄積量）と兜域における流動量，
なうびにべ謝笠成量であり，観察ずミさ通程ζしてぱ現唇状態，流動過程，代謝過程の三’）である．
本論文で（」，これうに対応して航空写真調査，断面流勤渠査，賃問紙調直に関する原理的ζr検訂と
おこない，実際例について各調査E実施して，その結果乏考察するこζにした．
　断面醐調飢，交遡鍵よく実鮫鳩道m通調虹の関係が深く，航空写醐査I」準
にいたつて環境精報の」巴握法として迂目され，その効用についても広くMられつつある。1質問紙i調
itl3，紅合導や心理学において実買§把握，現象や行動の解閉のたのに広く用いられてさた．これう
三つの方法が潜在廃棄物環境の把墨に不可欠．であるxBる立〕i易～i堅持する．
　3らに，三つの調萱の結果にもとづで，！物的蓼素の構造ε解析し，フィジ刀ルフ゜ランニンク’の一
環として物的脅素の1配置，その量ζ状負§，代謝生成物量の予測なごに関可る前画的考察と3Sこなう．
以下で提実する基本的概念ほ物の相灯的静止ヒ流動という1既念であつて，バ謝の場合にe噴的受化
の榔的停±期聞である供月膜朋§と急激な質の変化である戻物化の時期にわ17うれる。t、ずれの場
行にも・担吋的静tを流勤の原動刀と鬼え，軒等でかつ対立する概念として訂画＃素E掻成する．
廃棄物の越配分きテーマに具体的に示すとこうの，ストックどフローへの配外宏ぽこの概念～i具
⑳的に表現し，訂算手法としたものである。その背景にぱ，後に示ずように，Gaエin－L。wryによっ
て導入されたフロー・ストック・アクティごティモデルや，P。rresterにより導入されたレペル変
数こレイト変数き主剖既念ζ可るシステムタ、ナミックスこ共通ずる己のがある．それらとのt較
にっいてe具イ槌勺6、例aも1こに壱亙しr（Vl．
　薄丘廃棄物珊境の訂画ほ，マクロにぽ∫凹或におげる物質の蓄積量，流動量の闇に代謝周係ξ介在
した閤係8表現することからほじまる．この場合に，蓄積量，流動量のセれそれに＄0胸さ設定可る
1
が，これが広義の環境容量の特殊な・表」見であるこ考λられる．環境容量ζしての制乗味件が不脂定
Z“あるので，いくつかの撒的な場合にっいて，7ローとスト’ソクの状態き観察する貧蓉がある．
このL検討ぼ，」駈廃葺物の段階について総括的にあつかう場合と，顕在化した廃棄物のみεあつか
う房合の両方にっいて実施しなけれQζta・うなb、．顕在イヒした廃物の流動閤題ぱ，社会的韻として
lJ固体廃棄物の輸送周韻としてあらわれており，従来ほ王として蛤送効率の点がう数理手」：　Eも5
いて検詞されてきているが，環境面からのアブ・ロー干についてIJきわのて不†・分な段F9にあるとい
える．
　栩的要素に辻目τ「ると，都i市にほ数勿くの6のが劾くの階層にわカ・れて唇在している．この階層
にっし、ては，社会的イ〈謝ζ亡関連して一定の規則芭があるこ～二C，いうまでεない．個qの階層の物
質の現侍，流勤，代謝にっL：検罰可るとともに，てれらの間の関係にっし、て輻房察き加え1こい。
このうう，緑ぱ生活環境の重睡「d一因子であリ．カ’っまた，そのきわめて緩慢な変イヒこそ珊境訂画に
おける流蜥既念の具体例として適当であり，第一段階的ζ・聯ぽ終］しひ、るが，本論又ぐば横成
上の関係から幼くはふれないことにした。
　以上，本論文の導問的背景乙社会蹄景の一端にっいて記しrz．もとより，　Cれうの背景8すN’
て小よえ・関連する苅象のすぺてにわたった考察にばほこ遠く、，できる尺げ広く取扱いつつL，基
本的にぱ一っの断面力’ら現象き解祈し，訂画のわくぐみについて基礎的ra・倹討をおこなつ1こεのに
すぎ音い：とQいうま・Z”t・「d・・、．しe’e，　一定畷階嚇謙導甜瑚程としてち証鰍ζ
総合ES3｛　一する訂画学の体系イこの過程としてじ，種々の異なったし・Nノしの論述が嵯要となることも
’Pむ　5えない。しη’し，そのいくつかは対象の入ささと複盈こ，閤顕設定の学問よ二の歴史的制約に
よるとこう力咲きく，今後の礪のit展　1：　（erd・o，そ描のレミ’バ・葡アうれるUもlua
互に関連づけられてゆくEのと確信する．
2
ユー2　　従来の闇連分腎りを研究
　廃棄物の濠勤ε塩標ζした環境計画ζいう研究の関連介野ぼ，犬さくO次の三つに介けることが
でミる．よず物的環鹿ε対象と寸る点ζ洪通可るとこうの諦分野があり，環境のいういろrx側ts　h・
うの分荊的あるい1ゴ↑・胞的γアローテが∂Jこなわれている．二つにQ環境訂画としての訂色概念や
訂邑キ法が只通するとこうかう訂画学が重匪’閲連分野とる、っており，なかでも土木訂邑導と建築
計亀営ならびに畑域・都市訂画学の成栗ぼ†分・に検討これることがりC要ごある．第三にほ，前酬ヒ
に先又って展開可るζこうの党寅環境の調査ならびに分・」前方法に関して考察がなされ（きたつト野で
ある．ぶのおのにっいて従釆の研突との関係き述べることとする．
　物的瑛境lJj瞳々のせ素によって様成されており，なかでε1環境汚梁の媒体でもあリ空簡の6興的
な外類で窃る大気，木，工にAOえて，それらの無機的頂」覧に生有する生命体，ζト・，びに人間によっ
てつくられに人工物が重要な要素となっている。人工物ぱ潜丘廃套物というイ萱翻う将来において
‘」廃靭として顕在化すること～iまぬがれえず1廃物化した後にぱヌ5理ヌ瞼・されることになるが，汐
くぼ固体廃棄物として発生寸るとこうかう，固体廃棄物のヌ哩処介や運孤ならびに発生昔予測に関
しておこな寸）れて3た耐突じ重望2なR自連きeつている．
　固係廃棄物ε対象とした従来の研究でぽ，7の発展段階～二しての制約じあって，発生した廃物：
対して当面の緊急を要する処理Eおこなう上での現象の解明や6樋」的考家が展聞されてきた面が強
・、．1968年嶋，1）祉確鞭棄娠含個橡棄棚難調酬簸Mて・るが，ほとんどが
廃菩寸の出荷額あたりの原単位ど宜定し，堆定発生量に応じた処理施設の種類と規模を決定可るこ
とに圭眼がおかれて3た。
　皐業所に荊可るアンケートによつて実態を把握することぽう；れうに先だって面ドイツの干ユじ’
ンゲン2）において全般にわたフて検言可されておリ，落葉なご’による街路での廃物の発生もとりあげ
うれている。アメり力のフレスノ　での廃棄物処理タ嚇↑邑3）でQ，有数の有識看による点板評価
法によって」貿境改善効果Σ定量イヒし，侵資額の一定の範囲内で最犬の効果Eもたらずフ゜ランε採用
しているが，選択案ごとの因…トの重層的組みあわせば言†画上の評価のひとっの方向き示している．
　1鞭棄鋤の処理売設の配置や収集・輸送システムに関可る訂画的考束己少なくQないが，その
夕〈ぱ数理科学き応用して効率やコストき判断基季として一定の制約のしζでの解き見い出してい
る．線型訂画法き用いた家庭ゴミの収集車の車庫の配置に関する検討㌘ゴミ収集作業のシミュし一
シヨンによる収集作葉の合as6t5）なごに加えて，廃棄物の発生量の増加にとしなう動的4・施設拡張
ξ†亘6）も報告されている。
　廃棄物の輪送な・うびにヌ［口里処分・の過程で甲いられる訂画上の「杉云ぱ，：蟹士廃棄物で承るときに扱
われている交通訂画や都申施設さ†画のそれζ共通的基塗どもううるのば当然であr＞て，訂画化への
追捗ぱ対象としての廃棄物の符陛がごぬように計画のなカ’に反歌これているかirいう，息かう判断さ
3
